
学校経営方針

1 徳島県教育の基本方針

2 徳島視覚支援学校の使命

3 めざす学校像

（１） 幼児児童生徒の人権を尊重し、一人一人を大切にする教育を学校におけるすべての教育活動をとおして行う学校

（２） 視覚障がいや多様な障がいのある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援ができる学校

（3） 視覚障がいの専門性を校内外で発揮できる学校

4 本年度の重点目標

（１） 幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。

（２）

（3）

（4）

・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

視覚障がい領域を対象とした特別支援学校として、全校的な体制のもと、本県の視覚障がい教育充実のため、専門性の向上のため
の体制を構築し、持続可能なセンター的機能を発揮します。

地域社会・関係機関及び卒業生が参加した学校行事や、各学校・園との交流及び共同学習を積極的に推進するとともに、卒業後の進
路指導を充実させ、視覚障がい教育の理解・啓発及びその取組内容の発信に努めます。

令和7年度　学校評価　総括評価表
徳島県立徳島視覚支援学校

個性と国際性に富み、、大きな夢や高い目標をもって、自らの可能性を高め、主体的に未来を切り拓くために果敢に挑戦する力を育む「徳島
ならでは」の教育により、本県の宝である「人財」の育成を目指します。

徳島視覚支援学校は徳島聴覚支援学校と同じ校舎内に独立して併置する全国でも類のない学校として、両校が連携・協働し、「幼児児童生徒
の夢と希望につながる保育・教育」を行うととともに、県内唯一の視覚障がい教育を担う学校としての役割を果たし、「共生社会の形成につ
ながる特別支援教育」を推進します。

幼児児童生徒のライフステージを見据え、個別の教育支援計画等を関係機関と共有するとともに、幼稚部から「自己決定」「自己選
択」につながるキャリア教育を推進します。



A

A

・引き続き家庭と連
携しながら、体調の
変化の把握に努め
る。
・記録を整理し、次年
度への引き継ぎ資料
としてまとめる。

学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策学校関係者の意見

・保育案を話し合い、
ねらいを教員間で共
有して実施できるよ
うにする。
・PDCAのサイクルを
継続し、保育の様子
の録画を活用しなが
らよりよい支援に向
けて改善を積み重ね
る。

幼
稚
部

エピソード
・家庭で遊んでいた手押し車を学校での遊びにも取り入れ、興味関心を大切にしながら安心できる保育づくりを行った。
・教育相談の時から光あそびが好きで入学後にも時々遊んでいる。以前は光を直接見て楽しんでいたが、光を反射する素材のうちわなどを使うと間接的な
光の様子に注目したり、光源から少し距離を取ったところから見たりするなど、同じ遊びでも繰り返し遊ぶことによって遊び方に発展や変化が見られた。

具体的な活動計画 評価指標

幼稚部の目標

重点目標 （1）

・家庭での様子（遊びや体
調等）や保育時の様子を保
護者と共有することで、幼
児の興味関心に合わせた
遊びを保育で取り入れた
り、体調に応じた柔軟な保
育活動を行ったりする。

・体調の変化の把握に努め、必要に応じて記録に
まとめる。また、保育時の遊びの様子を録画し、
保護者と気づきを共有する。

・保護者と相談して、食事量や時
間、睡眠時間等の項目を含んだ記
録用紙を作成し、両者で情緒が不
安定な場合の要因を探ったり、体
調の変化を把握したりすることに
役立てた。
・保護者から、家庭で楽しんでいる
好きな遊びを教えていただき、学
校でも取り入れた様子を動画で伝
える等して、協力して幼児の興味関
心に合わせた保育を行った。また、
体調面で気になる場合は、Teams
で迅速に動画を送信し、保護者と
ともに対応を考え、幼児の健康状
態の維持に努めた。

評価
評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

・幼児の遊びの様子から好
きなものや遊びを見つけ、
じっくり遊び込んだり、繰
り返し遊んだりする。

・遊びの中で幼児と関わりながら、表情や動作等
を観察するとともに、動画を撮影して幼児の様子
や教員の関わりを記録し、担任間で共有する。
（週2回以上）

・遊びの様子を録画し、幼児の教材
への関わり方を表情や体の動き等
から分析し、教員の関わり方につい
て担任間で意見を交換した。幼児
が遊び込めるような玩具の提示方
法や時間の設定等を改善し、よりよ
い支援に努めた。

家庭と協力しながら幼稚部で安心して過ごし、幼児が身近な教員との関わりを深める保育を行う。



小学部の目標 他学部や聴覚支援学校等との交流及び共同学習を積極的に推進し、視覚障がい教育の理解・啓発に努める。

小
学
部

・本校幼稚部、徳島聴覚支
援学校小学部との交流及
び共同学習を、児童の実
態に応じて計画、実施す
る。

・幼稚部、徳島聴覚支援学校小学部教員と、話し
合いや連絡会を実施し、児童の実態や支援方法
の共通理解を１回以上図る。
・幼稚部とは、わくわくタイムを月１回計画・実施
する。徳島聴覚支援学校小学部とは、学期に１回
程度、計画・実施する。
・交流が図れるよう、幼児児童や児童同士が触れ
あう、名前を確認する、相談するなどできる場面
を設定する。

・徳島聴覚支援学校
小学部との交流は引
き続き、継続してい
きたい。児童同士が
自然と関わり会える
機会をつくっていき
たい。

エピソード

幼稚部の幼児が、七夕の前に、短冊を小学部の児童の届けてくれた。児童が書いた短冊を幼稚部の笹に飾って一緒に七夕の行事をした。聴覚小学部との
交流会では、自己紹介の写真カードを交わした後、掲示したり各クラスで見たりした。事前には計画していない交流として、聴覚支援学校の児童から、玉葱
の収穫や絵本の読み聞かせの誘いがあり、一緒に収穫したり参加したりした。児童が学校周辺に秋を探しにいき、聴覚支援学校の児童に紅葉した葉っぱを
届け、秋のおすそわけをした。徳島ガンバロウズとの交流会の前に、両校の一部の児童の間でボール遊びが始まると、自然と周りの児童も参加した。教室
が同じフロアにあるため、宿泊学習や校外学習に出発する際に、聴覚支援学校の児童が見送ってくれた。廊下で「○○さん、おはよう」と名前を呼んでくれ
る、挨拶や軽く会話をする機会も増えた。

重点目標 （４）
地域社会・関係機関及び卒業生が参加した学校行事や、各学校・園との交流及び共同学習を積極的に推進するとともに、卒業後の進路指導を充実させ、視
覚障がい教育の理解・啓発及びその取組内容の発信に努めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・教員間での児童の事態について
の話し合いは、徳島聴覚支援学校
小学部教員とは１回行い、幼稚部と
は、学部研修を通して定期的に行っ
た。
・幼稚部とは、月に１回わくわくタイ
ムを実施し、触れ合い遊びやゲーム
を行った。聴覚支援学校小学部と
は、１回交流会を実施した。また、事
前の計画がなくても交流する機会
もあった。
・交流の際には、自己紹介やペアで
できる活動を取り入れたり、教員を
通して気持ちを伝えたりして、活動
した。

Ａ



重点目標 （4）
地域社会・関係機関及び卒業生が参加した学校行事や、各学校・園との交流及び共同学習を積極的に推進するとともに、卒業後の進路指導を充実させ、視
覚障がい教育の理解・啓発及びその取組内容の発信に努めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

中学部の目標 ・地域の学校との交流及び共同学習を推進し、社会性を育む。

中
学
部

・八万中学校と交流及び共
同学習を行い、普段学習し
ている集団と異なる同年
代の生徒の前で、練習して
きたことを発表したり、自
分のことや気持ちを伝え
たり、相手の話や発表に耳
を傾けたりする。

・八万中学校との交流及び共同学習を行い、その
後一人一人に応じた方法で手紙を作成して送り、
次回の交流につなげる。
・八万中学校の教員と、互いの生徒の実態を踏ま
えた上で実施内容やグループについて相談する
機会を設ける。
・直接交流を１回以上、手紙のやりとり等の間接
交流を１回以上行う。
・事前学習を丁寧に行い、当日、生徒に応じた方
法で、交流会の中で自己紹介や活動ができる。
・普段の授業で取り組んでいることを紹介する。
場所や場面が変わっても取り組むことができる
ように、生徒に応じて練習する。

・年度初めに、両校の教員間で、実
施内容や時期について話し合った。
・１１月に本校で八万中学校１年生
と直接交流を行った。生徒の実態
を踏まえ、文化祭で取り組んだ劇や
楽器演奏を発表した。事前に同じ
場所、流れでリハーサルを行ったこ
ともあり、自信を持って発表するこ
とができた。
・実施後に、生徒に応じた方法で手
紙を書くことができた。

A

・今後も、生徒に応じ
た方法で継続して交
流を行っていきた
い。
・さらに、生徒一人一
人の特性やニーズに
合わせた交流方法を
検討し、より深い相互
理解につながるよう
にしていきたい。

エピソード

・八万中学校の生徒の発表（楽器演奏、合唱）にもじっくり耳を傾ける姿が見られた。八万中学校の生徒も、本校生徒の発表を真剣に見聞きしていた。終了
後のお見送りでは、手を振りあったりハイタッチしたり「また来てね」と言葉をかけあったりする様子がみられた。
・授業の中で点字用紙で作ったリサイクル封筒を、プレゼントとして八万中の生徒と教員に手渡した。八万中学校の生徒は興味深そうに封筒を見つめたり教
員の説明に耳を傾けたりする様子が見られた。



重点目標 （１）

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

高等部普通科
の目標

家庭、寄宿舎、関係諸機関と連携するとともに、補助具や支援機器等を活用し、生徒の障がい特性と教育的ニーズを踏まえた教育活動に取り組む。

高
等
部
普
通
科

・家庭や寄宿舎、福祉、医
療等の関係機関とタブ
レット端末を用いて情報共
有を行ったり、障がい特性
に応じたICT教育を取り
入れたりして、効果的な教
育活動に取り組む。（普A）

・リハビリテーションの見学やコンサルテーション
等において専門家による助言（写真、録画等を含
む）を他の教員と年間２回以上共有し、安全で効
果的な授業実践に取り組む。
・必要に応じて寄宿舎等、関係機関とケース会を
実施する。また各家庭のニーズに応じてアプリ
ケーション（Teams）を活用した連絡を週２回以
上実施する。
・障がいの特性や興味・関心に応じた機器（iPad
タッチャー等）やアプリケーション教材（視線入力
アプリtobii等）をそれぞれ１０回以上活用する。

・リハビリの様子を３回見学し、他
の教員と情報共有を行った。
・コンサルテーションでは事例に基
づいた研修やiPadの動画を使った
相談等により、具体的な指導方法
を学ぶことができた。
・保護者とTeamsを活用した連絡
を週に３～４回、ケース会を寄宿舎
と４回、福祉機関と２回実施でき
た。
・iPadタッチャーや視線入力アプリ
等を使った学習をそれぞれ週に１
回、実施することができた。

A

・教員間の共通理解
を図るとともに他機
関や家庭との連携を
継続し、効果的な支
援ができるよう努め
る。
・教材、教具について
情報交換を行い、生
徒がいきいきと学ぶ
ことができる授業実
践をめざす。

・自分の見え方等について
理解し、適切な補助具や支
援機器を選択・活用できる
よう支援し、生徒の自己決
定力や自立を促す。（普２）

・学習面や生活面において、見えづらさによる困
難を軽減できるような補助具や支援機器等につ
いて５種類以上提案し、選択・活用できるよう助
言する。
・自分の見え方について、具体的に理解し説明で
きるよう、ナビゲーションブックの作成を支援す
る。

・見えづらさによる困難を軽減でき
るよう拡大読書器、音声時計、ルー
ペ等６種類を提案した。眼鏡や単眼
鏡を選択して購入し、授業や日常生
活、修学旅行等で活用することが
できた。
・見え方等の助言により、ナビゲー
ションブックを作成することができ
た。

A

・今年度購入したパソ
コンを活用できるよ
う支援したり、操作に
必要な知識が身に付
くよう教材を準備し
たりする。
・ナビゲーションブッ
クを使って自分の見
え方について説明す
る等、主体的に伝え
ようとする経験を増
やす。

エピソード
・視線入力装置を使ったゲーム（射的）では、注目することで的をあて、的が残り１つになった時も、教員の指さしで気付き、あてることができた。学校見学で
他の人が教室にいた時は、はりきって早く的をあてることができた。

幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、より質の高い教育・保育活動や生徒指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場で利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。



重点目標 （1）
幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

高等部職業学
科の目標

国家試験受験に向けて、生徒1人1人の学力向上を図る。

高
等
部
職
業
学
科

・家庭や寄宿舎で、授業の
復習が効率よくできるよ
う、授業毎の復習教材をＩ
ＣＴ機器や生成ＡＩ等を利
用して作成し当日に渡す。

・全ての座学の授業の復習教材を作成し、当日に
提供する。また、全教員が生成AIを利用して復習
教材を作成できるよう、1回以上の研修を実施す
る。

・全ての座学の授業における録音
教材を配布した。生成ＡＩを使用し
ての復習教材については生徒の必
要性に応じ作成した。
・生成ＡＩの研修を１回行い、復習教
材作成の方法を共有した。

A

・今後は授業準備や
まとめの教材、課題
の作成などに生成ＡＩ
を効率的に利用して
いけるよう活用方法
を考えていきたい。
・今年度、職業学科で
は、ヘルスキーパーの
進路開拓に取り組ん
だ。次年度も企業へ
の啓発を進め、マッ
サージ体験会を実施
し、雇用へつなげられ
るよう活動していき
たい。

エピソード

・復習教材については、生徒から「重要ポイントがすぐ分かる。時間をかなり短縮できた。」等の感想が得られた。生成ＡＩを利用しての教材作成についての取
り組みは、今年度の全日本盲学校教育研究大会の理療科の分科会で発表した。
・ヘルスキーパーの進路開拓の取り組みがマスコミに取り上げられ、興味を持たれた企業の方から数件の問い合わせがあり、マッサージ体験会を２件実施し
た。



重点目標 （1）
幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

寄宿舎の目標 学校や家庭等と連携を図りながら、舎生一人一人の障がい特性と教育的ニーズを把握し、社会参加や自立をめざした生活指導・支援に取り組みます。

寄
宿
舎

・学校や家庭等と連携し、
舎生一人一人の実態や支
援方法等の情報交換を行
い、舎生の教育的ニーズに
応じた生活指導・支援を行
う。

・舎生の実態や支援方法、教育的ニーズ等の把握
のため、寄宿舎指導員が、学校のケース会や学級
懇談に参加して情報共有を行う機会を年間７回
以上設ける。
・学齢期の舎生は、知り得た情報を元に一人一人
の実態や教育的ニーズに応じた目標を、年間１つ
以上設定する。
・専攻科の成人舎生とは、学期に１回以上面談の
機会を設け、生活上のニーズを把握し、必要な合
理的配慮を提供する。
・寄宿舎職員会等を通して、週１回程度、舎生の
実態等について指導員間で共通理解を図り、統
一した指導・支援を行う。

・学校ケース会に５回、学級懇談に
２回、年間のべ７回参加し、情報共
有を行った。
・学齢期の舎生の実態や教育的
ニーズに応じた目標を、年間に１つ
以上設定した。
・専攻科舎生に対して、学期に１回、
面談を行い、生活上のニーズに対
応した。
・週１回以上、舎生の情報を指導員
間で共通理解し、統一した生活支
援・指導を行った。 Ａ

・生活指導やＱＯＬの
向上のために、学校
や家庭の協働性をす
すめることが課題と
なる。そのためには、
学級懇談に参加する
だけでなく、学級担
任や保護者と、日頃
からコミュニケーショ
ンをより密に取り、連
携していきたい。

エピソード
・専攻科舎生の面談を通して、日頃、気になっていたが言えなかったことや、改善してほしいこと等、率直な意見や思いを聞き対応することができた。（例：
食事の時に、箸では食べにくいおかずがあり困っていたことから、配膳時は先割れスプーンも一緒に用意するようにした）　また、見えにくさについても、ど
んなサポ－トが必要か具体的に確認ができたことで、指導員間で対応方法を共通理解し、日常の生活支援に生かすことができた。



重点目標 （１）
幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

課の目標 ・幼児児童生徒が達成感、自信を持って卒業式等を迎えることができるよう、式典の在り方について検討する。

教
務
課

・式典が、幼児児童生徒に
とって新しい学校生活の
はじまりや振り返りにつな
がるような充実した活動
になるよう、式の形態等を
見直し、改善に努める。

・式典に関して、教務課内で幼児児童生徒の実態
を共有し、現状を把握するとともに、改善案を出
し合い、検討する（３回以上）。
・職員会議で改善案を提案し、学校全体でよりよ
い式典ができるようすすめる。
・式典の様子をホームページに掲載する。
・学部会等で意見を出してもらい、来年度に向け
て改善点など意見を集約する。

・教務課で検討し、卒業式を従来の
形式にとらわれず、少人数だからこ
そできる一体感のある式を目指し
て、配置や動線等の見直しを行った
（３回以上）。
・職員会議で新しい案を提案した。
仮設営を行い、全職員で配置や動
線を実際に動いた上で、意見を出
してもらいながら検討を重ねた。ま
た、花道を彩るお花を在校生と教
員で共同制作し、卒業式に向けて
準備を進めている。
・卒業式後、ホームページに卒業式
の様子を掲載予定である。始業式
や終業式等については、ホームペー
ジに毎回掲載した。
・各学部で改善点等を出してもら
い、意見を集約し、来年度に生かし
ていく予定である。

A

・次年度に向けて、実
施後、気付いた点等
について意見を出し
てもらい、意見を集
約し、検討していく。
児童生徒の実態に
合ったよりよい式典
になるよう、さらに形
態等を見直し、検討し
ていく。

エピソード



重点目標 （４）
地域社会・関係機関及び卒業生が参加した学校行事や、各学校・園との交流及び共同学習を積極的に推進するとともに、卒業後の進路指導を充実させ、視
覚障がい教育の理解・啓発及びその取組内容の発信に努めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

課の目標 自治体や地域住民、徳島聴覚支援学校と連携し、防災学習を行うことで、両校や地域とのつながりを深めると共に、本校に対する理解の推進を図る。

渉
外
・
安
全
課

・両校の幼児児童生徒の実
状に即した合同研修や避
難訓練の計画、実施を通
し、本校に対する理解を深
める。

・「福祉避難所」や視覚支援学校・聴覚支援学校合
同での避難訓練について徳島市防災訓練課の担
当者から講習を受ける。
・両校の各担当者、自治体や地域の関係諸機関と
の話し合いや情報交換の機会を年２回以上持
つ。
・防災学習の様子をＨＰ等を通して、年２回以上
発信する。

・地域との防災学習
は、たくさんの参加
者や学校職員との話
し合いなど、実り多い
内容で、貴重な機会
であるため、今後も、
継続していきたい。

・両校の避難訓練を
通して、見えてきた課
題もあるので、再度、
訓練のやり方や、両
校の話し合いの機会
を多くするなどして、
見直しを行いたい。

・地域の方や、自主防災組織、両校
の学校職員が合同で防災学習を
行った。また、聴覚支援学校や関係
諸機関と連携し、火災及び地震に
ついては避難訓練を、不審者につ
いては対応訓練を実施した。その
中で、福祉避難所の概要や、警察と
の直通電話などについての講習を
受けることができた。
・各研修で、職員や地域の方が重点
的に知りたいことや、地域の自主防
災の実状を共有できるものになっ
ているかに重点を置いた話し合い
の機会を年３回持つことができた。
・防災学習の様子を年３回、HPを
通じて、発信した。

Ａ

エピソード
地域との防災学習には、防災士の資格所有者や、地域の学校の管理職を含む、地域の方３０名ほどが集まった。徳島市の職員から、「避難所」と「避難場
所」、「一般避難所」と「福祉避難所」の違いや、福祉避難所の概要などの講習を受けた。地域の方と、両校職員のグループでの話し合いの機会もあり、地域
の方と防災について考える貴重な機会となった。



重点目標 （4）
地域社会・関係機関及び卒業生が参加した学校行事や、各学校・園との交流及び共同学習を積極的に推進するとともに、卒業後の進路指導を充実させ、視
覚障がい教育の理解・啓発及びその取組内容の発信に努めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

課の目標 ・他校との交流及び共同学習を推進し、視覚障がい教育への理解・啓発に努める。

生
徒
活
動
課

・生徒の実態に配慮した行
事を開催したり、他校との
交流及び共同学習の機会
を増やしたりする。

・体育祭や文化祭等の大きな行事については表
現､展示、バザーの部に分かれて会を設けて話し
合いをし、各学部や幼児児童生徒の実態に配慮
する内容にする。
・文化祭や授業の中で交流したり、薬物乱用防止
教室やスマホ携帯安全教室等を活用し共同学習
を行ったりするために、聴覚支援学校と話し合い
をし、各学校の生徒の実態に応じた内容にする。

・体育祭と文化祭では、各学部学科
毎に話し合いを重ね、幼児児童生
徒の実態に応じて競技内容や演
技、バザー等を工夫し実施した。
・小中学部は聴覚支援学校や近隣
の中学校と授業の中で交流した。
高等部は薬物乱用防止教室（7月
11日）とスマホ携帯安全教室（12
月22日）に、聴覚支援学校の生徒
と一緒に参加したり、近隣の高校の
文化祭に参加し啓発活動と作品展
示販売をしたりした。 A

・今年度も文化祭を
公開し、実施すること
ができた。来年度も
同様に公開したい。
また、体育祭につい
ては、保護者参加型
の競技について検討
し、子どもと一緒に競
技し、共感と学校全
体での一体感を醸成
したい。
・交流及び共同学習
においては、今年度
と同様に、他校の幼
児児童生徒と触れ
合ったり、一緒に学ん
だりする機会を増や
し、視覚障がい教育
の理解・啓発に努め
たい。

エピソード
・城南高校の文化祭では、高等部の生徒が白杖の使い方のデモンストレーションを行った。来場した交流先の生徒や教員、保護者に対して、スライド法とタッ
チ法の違いや点字ブロックの説明等を自ら積極的に行い、生き生きとしていた。
・文化祭の表現の部では、音量の調整を工夫することにより、音を聞き取って生徒が楽しんでいる様子が見られた。



重点目標 （１）
幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。
・ＩＣＴ教育のステージをさらに高め、家庭や関係機関との連携の場での利活用を充実します。
・学校と家庭・寄宿舎の協働性を進めることで、学習内容の有用性を高めます。

具体的な活動計画 評価指標
評価 学校関係者評価

次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

課の目標 各学部や寄宿舎において、幼児児童生徒一人一人に合わせた教育・保育活動や生活指導を行うための研修やコンサルテーションを計画し、実施する。

研
究
・
情
報
課

・各学部、寄宿舎での研修
を実施し、教職員同士が意
見交換したり、新たな知見
を持つことができるよう
にするとともに、専門性の
高い外部講師のコンサル
テーションを受ける機会を
設け、幼児児童生徒一人
一人に合った教育・保育活
動や生活指導に取り組む
ことができるようにする。

・各学部、寄宿舎研修を年８回以上実施する。ま
た、各学部や寄宿舎で研修したことを、学校全体
で情報共有するための報告会を実施する。
・幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを取り
まとめ、社会人講師によるPTコンサルテーション
とOTコンサルテーションを、それぞれ年３回実施
する。

・各学部や寄宿舎において、研修計
画を立て、年間８回実施した。ま
た、学校全体で情報共有するため
の報告会を、２月に実施予定であ
る。
・各学部から幼児児童生徒の教育
的ニーズを聴き取り、社会人講師
であるPTやOTと連携しながらコ
ンサルテーションを進めることがで
きた。２月には、それぞれ３回目の
コンサルテーションを実施予定であ
る。

A

・今年度、各学部や寄
宿舎で研修した内容
を、学校全体で情報
共有する時間を設け
たことについてアン
ケートをとり、次年度
以降の研修方法を検
討する。
・小グループでの情
報共有や研修等、よ
りよいコンサルテー
ションの方法を検討
する。

エピソード ・PTコンサルテーションで教えてもらった、「転びにくい身体作り」のための身体のバランストレーニングを、毎日の活動に組み込むことができた。



評価指標

エピソード

・人権教育年間計画の様式の見直しと、生命（い
のち）の安全教育を分かりやすく解説する資料を
作成し、周知する。
・全てのクラス及びHRの計画において、１項目生
命（いのち）の安全教育について計画、実施され
ている。

子どもの実態に応じた取り組みとなる
よう、「児童生徒の誕生日に、クラスの
友だちがメッセージカードやビデオレ
ターで祝う誕生会を行う」、「着替えの
ときはカーテンで隠すよう指導する」
等の設定例を示し、わかりにくいとこ
ろは相談を受けながら周知を図り、全
クラス及びHRで生命（いのち）の安全
教育について計画・実施できた。

Ａ

課の目標 幼児児童生徒の発達段階に応じた人権教育の充実を図る。

人
権
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
課

・人権教育年間計画におい
て、生命（いのち）の安全
教育に取り組み、幼児児童
生徒の発達段階に応じた
目標・内容を計画、実施す
る。

重点目標 （１） 幼児児童生徒一人一人の様々な障がい特性と教育的ニーズを踏まえた、質の高い教育・保育活動や生活指導に取り組みます。

具体的な活動計画

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

今後も、子どもの実態
に応じた生命（いのち）
の安全教育に取り組め
るよう、設定例を提示
する等分かりやすく解
説する資料を作成す
る。

「スマホ携帯安全教室」を実施し、出会い系アプリが誘拐や性被害に繋がる危険なものであることを学習した。



重点目標（２）
幼児児童生徒のライフステージを見据え、個別の教育支援計画等を関係機関と共有するとともに、幼稚部から「自己決定」「自己選択」につながるキャリア教
育を推進します。

具体的な活動計画 評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・幼稚部・小学部は、個別の指導計画の前期目標
を参考に、家庭の協力を得て、レッツチャレンジ
を実施する。８０％以上の実施率を得る。

・保護者の理解と協力を得て夏季
休業中にレッツチャレンジに取り組
んだが、実施率は７１．４％であっ
た。

A

・レッツチャレンジは、
子どもが一生懸命課
題に取り組む姿にた
くさんの温かい感想
をいただいた。引き
続き、個々に応じた
柔軟な課題設定がで
きるようにしていき
たい。
・職場見学は保護者・
施設と連携し、進路イ
メージの参考となる
よう取り組んでいき
たい。
・就業体験は、個々の
ニーズに応じた進路
選択に繋がるよう、
保護者・施設との連
携していく。
・就業体験は、進路実
現に向けて保護者・
施設との連携を充実
させていく。

・中学部は、進路希望調査の実施と併せて、職場
見学を行い、キャリアパスポートを作成する。

・進路希望調査を実施し、その結果
に基づいて職場見学を行った。キャ
リアパスポートもそれぞれ作成し、
発表する機会を作った。

・高等部普通科は、就業体験や学習活動の振り返
りを行いキャリアパスポートの作成をする。
・年度末にキャリアパスポート報告会を実施する。

・年度初めに今年度の目標を立て、
キャリアパスポートを作成した。文
化祭にはキャリアパスポートから抜
粋して全校生徒と保護者へ報告し、
３月にも報告会を実施する予定と
なっている。

・高等部職業学科は、１学期に生徒のキャリア評
価を行い、1項目以上の改善指導に取り組む。
・２学期末の評価で、全ての生徒のキャリア評価
合計が上昇する。

・キャリア評価を行い個々の実態と
課題、指導方針を共通理解した。統
一した方向性で指導することで、課
題の改善がみられ2回目の評価の
合計点が上昇した。

課の目標 幼児児童生徒のライフステージや発達段階、適正に応じたキャリア教育及び進路指導の充実を図る。

人
権
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
課

・幼稚部から高等部の幼児
児童生徒の社会的、職業
的自立に向け、キャリア教
育全体計画をもとに、ぞれ
ぞれの学部学科で実践す
る。

エピソード

・職業学科では昨年度に引き続き、県庁・総合教育センターでマッサージ体験会を開催し、ヘルスキーパーの啓発活動を行いました。
このヘルスキーパーの啓発活動をマスコミに取り上げていただき、新聞記事を見てくださった藤田計夫商店様から連絡をいただき、11月にマッサージ体験
会を開催することができました。さらに、令和8年1月に鳴門教育大学様でマッサージ体験会を開催することができました。
また、ゆめチャレでマッサージ体験会を開催し、多くの企業関係者にマッサージを体験していただくことができました。
・PTA研修会では進路をテーマに、卒業生の保護者に協力を得て、進路選択での悩みや進路の決め手等、進路を決めるためにどのような取組をしたか話を
していただき、卒業生の保護者と在校生の保護者が繋がる機会となった。



評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

重点目標 （３）
視覚障がい領域を対象とした特別支援学校として、全校的な体制のもと、本県の視覚障がい教育充実のため、専門性の向上のための体制を構築し、持続可
能なセンター的機能を発揮します。

具体的な活動計画

エピソード

・地域まるごと専門性向上事業特別支援学校専門研修会の参加者の多くは、文字の読み書きの指導や視覚認知面の内容を求めて参加されたと思われる
が、その機会を活用して、視覚障がい教育についての啓発をすることができた。
・プラザギャラリーでの作品展は、アンケートへの回答は少なかったが、障がい者交流プラザ利用者の多くが立ち寄ってくださったとのことである。搬出作
業時に「作品を見て元気になった」「視覚支援学校という学校があることを初めて知った」などと声をかけてくださった方もいらっしゃった。

課の目標 視覚障がい教育に関する専門性を、校内の教員が校外の関係者に対して発揮する機会を設ける。

サ
ポ
ー
ト
課

・視覚障がい教育に関する
専門性を、校内の教員が
校外の関係者に対して発
揮する機会を設ける。

・視覚障がい教育に関する内容を校外に啓発す
る研修会を主催し、開催に向けての資料準備と
事前の打ち合わせ会、事後のふり返り会を各１回
ずつ実施する。

・地域まるごと専門性向上事業にお
ける研修会を実施し、地域の小中
学校から２９名の教員の参加が
あった。
・校内から30名の教員がスタッフ
として運営にあたった。視覚障がい
教育に関する各ブースの運営に際
し、責任者を中心に事前打ち合わ
せと事後のふり返りを行った。

A

・今回のような形での
研修会は初めての試
みであったが、参加
者アンケートの回答
は概ね好評であっ
た。次年度も継続し
て実施することで、内
容のブラッシュアップ
を図りたい。

・作品展や、校外の関係者
対象の視覚障がい教育に
関する研修会を実施し、本
校の啓発と相談対象者の
発掘につなげる。

・徳島県立障がい者交流プラザ「プラザギャラ
リー」での作品展に向け、掲示する啓発ポスター
や配布する相談チラシの作成を課員全員で行う。
・校外の教職員対象の研修会を年間５回以上実
施する。

・１１月１２日～１２月２日の期間、作
品展を実施した。学校案内や視覚
障がい教育のリーフレットなど、既
存のパンフレットも掲示した。加え
て、作品紹介のキャプションを掲示
することで、本校の教育活動の啓
発につなげた。
・鳴門市就学相談コーディネーター
養成講座、板野郡特別支援教育部
会等の研修会及び視覚障がい児童
生徒が在籍する学校での職員研修
会を合わせ、計6回の研修を実施し
た。

A

・プラザギャラリーを
活用することで、作品
の搬入出、管理など
の面でスムーズに作
品展を実施すること
ができ、次年度以降
も、継続したい。作品
展は、県教委ＳＮＳ、
県立学校掲示板、本
校ＨＰで周知した。次
年度も同様に行いた
い。
・引き続き研修会を
実施し、視覚障がい
教育の啓発と相談対
象者の発掘及び地域
の学校で学ぶ視覚障
がい児の支援の充実
に努めたい。

評価指標



・

【学校運営協議会でのご意見】
・幼児児童生徒数が少ないことから、これまでの経験を蓄積し、後から振り返ることができるような取組が必要。「以前の卒業生はどうだったか」
や外部講師の指導助言などを後から参照できるようにして欲しい。
・視覚支援学校と聴覚支援学校の併置のメリットを生かし、教育活動につなげて欲しい。
・本校で「自ら選択し表現する力」を身につけることができた実績などを外部にアピールすべき。学校選択に迷う保護者に「専門的な支援がある」
という理由で選ばれる学校に。
・教育活動に保護者の意見を取り入れたり、卒業生の進路選択から得られた情報を在校生に生かしたりする取組は非常に重要。
・地域の啓発につながるので、交流及び共同学習も継続して取り組んで欲しい。
・自分の人生を良くするために、義務感ではなく楽しんで学ぶ。「自己判断・自己決定」というキーワードはまさにその方向に進んでいると感じられ
た。


